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研究成果の概要（和文）：本研究では、アスリートの現実適応（パフォーマンス向上）と個性化

（心理的成長）との関係性について明らかにすることを目的に、次の下位研究課題を設定して

取り組まれた。（１）内界探索型メンタルトレーニングプログラムの有効性、（２）アスリート

の自己形成における「対話的競技体験」の持つ意味の検討、（３）「コツ」獲得に伴う内的変容。

これらの検討課題から、アスリートの現実適応と個性化との間には共時的関係性が認められる

ことが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the relationship between 
athletic adaptation (performance enhancement) and individuation (personality 
development) in athletes. In order to achieve this purpose, 3 sub-research tasks were 
settled as follows; 1. to verify the effectiveness of mental training program oriented 
toward the exploration of the athlete’s inner world, 2. to consider psychological 
meanings of Dialogical Athletic Experiences in self-development among athletes, 3. to 
examine psychological changes with acquiring Kotsu (knack or secret) in their 
individuation process. The accomplishment of 3 research assignments made it clear that 
there was the coincidental relationship between athletic adaptation and individuation 
in athletes. 
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１．研究開始当初の背景 

 欧米では、アスリートの心理臨床的問題
の解決と競技力向上・実力発揮に対する心
理サポートを明確に区別し、別物とするこ

とから、両者の関係を直接検討せずにきてい
る。その背景には、メンタルトレーニングは
スポーツ心理学者が、そしてカウンセリング
は臨床心理学者が担当すべきであるといっ
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た資格制度の存在が大きいと考えられる。
本研究代表者はわが国において、両方の資
格を有しており、日頃から種々の側面より
アスリートの心理サポートを重ねてきた。
そのことによって、アスリートの心理サポ
ート現場で多くがよって立つ、現実適応と
個性化の課題を二律背反的ではなく、共時
的かつ相互補完的に捉える必要性そして
その有効性を臨床の場で実感してきた。こ
の両者の関係性を明らかにすることによ
って、アスリートに対するより有効な心理
サポートの実現が期待できる。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、アスリートの現実適応（パ
フォーマンス向上）と個性化（心理的成長）
との関係性を因果的に捉えるのではなく、
共時的な視点から明らかにすることを目
的にした。 

 

３．研究の方法 

 本研究計画期間中に取り組まれた主な
下位研究課題ごとに述べる。 
 （１）内界探索型メンタルトレーニング
の有効性：内界探索型メンタルトレーニン
グプログラムに基づいたメンタルトレー
ニング講習会（週 1回・2時間・10 週）を
開催し、種々の側面（心理テスト、描画作
品、グループ箱庭作品、トレーニング日誌）
から参加者の事前・事後の変化を確かめた。 
 （２）アスリートの自己形成における「対
話的競技体験」の持つ意味：本課題に相応
しいこれまでに関わってきた心理相談事
例を抽出し、それらの面接記録を分析し、
自己形成ならびに対話的競技体験の特徴、
そして両者の関係性について分析する。ま
た、対話的競技体験に操作的定義を施し、
測定尺度の開発を行った。 
 （３）「コツ」獲得に伴う内的変容：日
本を代表した元アスリート 20名のコツ
獲得に関わる二次資料に対して、修正グ
ランデットセオリー（M-GTA）を適用し、
プロセスモデルを提示する。そこでは時
系列的に、コツ獲得を志向する→コツ獲
得に向けた取り組み→コツ獲得後の変化、
といった３段階に分けた。そしてさらに、
コツ獲得経験を有するアスリート３名に
あらたに半構造化面接を施し、先のモデ
ルの精緻化、ならびにコツ獲得に伴う心
理変容を明らかにした。 
 
４．研究成果 
 ３つの下位研究課題ごとに述べる。 
 （１）内界探索型メンタルトレーニング
プログラムに基づく講習会参加者の心理
行動的変化の背景には、大きく次の２つ
の要因が考えられた。①課題の明確化、

②課題解決への動き、そして競技姿勢の変
化であった。これらの変化が競技力向上を
引き起こす要因となっていると考えた。 

 （２）分析対象となった相談事例からは、
自己形成を果たす上で、競技経験が随伴的自
己価値の強化に繋がることが非常に多く、本
来感の獲得に繋がる経験となり得ていなか
った。そして、このような自己形成の背景に
は、「自己信頼感の不足」「主体性の欠如」「自
己充足感のうすさ」「競技状況への過剰適応」
といった自己形成過程での特徴が明らかと
なった。さらに、競技経験を内的自己の発達
へと内在化させる体験として「対話的競技体
験」を措定し、尺度開発を行った。本尺度は、
「体験への信頼的態度」「体験を通して自分に
向き合おうとする態度」「体験や競技に対する主
体的関わり」「気づき・洞察」の４つの下位要因か
ら構成され、その信頼性や妥当性の一部が確か
められた。 
 （３）コツの獲得・定着に至までのプロセスモデ
ルを求めた。また、コツ獲得経験は、主体性の
確立、競技の世界で生きる為の「武器」の
獲得、現在の個人にとってのベース、とい
った心理的意味を持つことを明らかにした。 
 以上のような課題を通した検討結果より、
アスリートの現実適応と個性化の関係性を
認めることが出来た。 
 アスリートの心理サポート現場での介入
においては、パフォーマンス発揮を最優先
とすることから、心理スキルの指導に偏る
傾向が認められる。また、アスリートが抱
える心理的問題に対して、否定的な一面の
みを捉えがちになっている。このような状
況に対して、本研究結果は、心理サポート
現場でのアスリートの課題や問題への新た
な見方・理解を提示し、また介入方法を見
直すきっかけとなるはずである。この事は
同時に、アスリートの心理サポートを担当
する専門家養成プログラムの改変にもつな
がるはずである。 
 しかしながら本研究では、現実適応と個
性化が同期している事実を種々の側面から
実証することが出来たが、両者間での作用
機序についてさらに検討すべく課題が残さ
れた。 
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